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薬押l処理による登族促進効果に関する試験
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第 2報 熱蚕出現割合 と登藤促進剤の濃度との関係

西  山  久  雄

(官城県蚕業試験場 )

Studio3 on tho lmprovement Effoot oF Se■ f― Elounti ng

si■mrn by Mantte■ Ont oF」 edica■ Coコpound

2  Ro■ ation oF appear pOrcOntago oF nlatur●  ■arvae and aOnsity

oF modical conlpOund oF improve■ o nt ●o■f―mounting 81■mr■ l

Higao N工 SHェYAMA

(Miyagi Sericu■ tura■ Experinollt station )

は  じ  力
'  
き

ニンニクの結晶有効成分を純粋に抽出し,製剤化した「オ

蓄i懸

"藤
静麟

自然上族法において着 フア、デンは登族促進剤として誘
=励果があることを報告した。今回は族器設置時の熱蚕出現割合

とオキツアミデンの濃度との関係について試験を実施した。
なお本試験を実施するに当たり,種 々御指導下さった故
竹田寛博士と,資料を提供下さった理研化学工業株式会社
に深甚なる感謝の意を表する。

試  験  方  法
1～ 3令両国式奎I芽育,4～ 5令屋内条桑育した蚕児の

表 1 ■族状況及び登族調査

上族時は自然上蕨法を実施 し,ォ キツアミデンの濃度は5
万倍及び10万倍で,上藤前日に改良自然族 1担当たり50″
散布し,族器設置時の熱蚕出現割合の目標を50,70及び90
¢とした。なお促進剤を使用しない区を対照区とした。春
は大平X長安,初 晩秋は錦秋X錦和を供試蚕品種とした。

試  験  結  果
1 上族状況
対照区に比べて促進剤区は各区とも登族蚕歩合が高く,
また熟蚕50¢区に比べて,70'及び,0“区は高くなってい
る (表 1)。 71瑯 区と

'0¢
区は蚕期により異なり,春は前

者のほうが,初 晩秋は後者のほうがやや高かった。
濃度との関係は春と晩秋は5万倍区のほうが,初秋は,o
万倍区のはうがやや高かった。
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2 経過
各蚕期とも試験区によって差はなかった。

5 減蚕
各蚕期,各区の間に一定の傾向は認められなかったが,
対照区では50%区が最も少なく,90φ 区が最も多く,70¢
区は中間であった。 5万倍区では各蚕期とも90,区が,10
万倍区は春,晩秋は

'D¢
区がそれぞれ若千勝っており,10

摘       要

以上の試験結果から,自然上族におけるォキソアミデンは ,
その濃度10万倍希釈液で,熟蚕の出現が70¢ 以上の時に族
器を設置すれば,促進剤としての効果が最も期待できる。

引  用  文  献
1)網蔵―明・川口忠男 熱蚕誘引剤利用による上族試
験(1瀧取り自然上族への利用 日本蚕糸学会■部支部講演
集 15,18(1974).
2)_一一― ・一―一  熟蚕誘引剤利用による 卜藤試
験12)条桑育蚕座及び切断条桑育蚕座への利用 日本蚕糸学
会中部支部講演集 16,7(1975)
3)西山久雄 ホルモンと薬剤処理による登族促進効果
に関する試験 東北農業研究 19,知 5-20,(1977)
4)滋賀県蚕業試験場。オキツアミヂンの「 藩への応用
に関する試訳 予報 )滋賀県蚕業試験場成績発表会資料 ,
19-21(1975)
5)竹田寛 田中―行 蟹江英彦 小奏潔 SCOだ i nin
Aの上族への応用に関する研究 l SCOmlmn Aと シンジ_
葉抽出液の熟蚕誘引力と繭質. 日本蚕糸学会学術講演会
42, 5,(1972).
6)一――・宮下周子 オキツアミデンによる熟蚕の誘
引 日本昆虫学会議演要旨 35,50(1975)
7)一一―・田中―行 官下周子・小湊潔  SC∝こnin

万倍区の初秋は各区の間に大差がなかった。
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して10万倍区が勝り,また熟蚕出現割合との関係では各蚕

期とも50¢区が最も劣り,70¢ 及び90¢区では,春 は後者
が,初秋 晩秋は前者が若千勝った (表 2)。
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表 2 飼膚 収蔵 繭質調査
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